
第１学年＊組 生活科学習指導案 

指導者  教諭 新井田 瑞穂 

１ 単元 みんなかぜの子 かぜであそんだよ 

 

２ 目標  

 (1) 風を使うと楽しく遊べることに気付いている。                            （知識及び技能の基礎） 

 (2) 風の性質を利用して遊びを工夫したり，友達と協力して楽しく遊んだことを表現したりしている。 

                                              （思考力・判断力・表現力の基礎） 

 (3) 風に関心をもち，風を使って楽しく遊ぼうとしたり，遊びに使うものを作ろうとしたりしている。              

（主体的に学習に取り組む態度） 

３ 指導に当たって 

(1) 児童の実態（男子＊人，女子＊人，計＊人）          実態調査 （平成29.12.＊実施 笠原小学校１年＊組＊人） 

 本学級では，生活科の学習に意欲的に取り組

む児童が多い。実態調査結果を見ると，夏や秋

に行ったおもちゃ作りは，全員が「好き」であ

ると回答した。また，風車を回す方法として，

風や羽根を工夫すればよいと考えている児童が

多いことが分かった。しかし，詳しく記述を分

析してみると，羽根をどのように工夫したらよ

いのか，風をどのように当てたらよいのかにつ

いては曖昧であることが分かった。 

(2) 教材観 

     本単元は，小学校学習指導要領解説生活編の「(6) 身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通

して，遊びや遊びに使う物を工夫してつくることができ，その面白さや自然の不思議さに気付くとともに，みんなと楽しみながら遊

びを創り出そうとする。」を受けた内容である。児童の身近にある自然を利用したり，身近にある物を使ったりなどして，遊び自体を

工夫したり，遊びに使う物を工夫して作ったりすることが主な活動である。その中で特に大切にしたいのが「比べる」「繰り返す」「試

す」といった活動である。「比べる」ことで友達との相違点や共通点に気付いたり，「繰り返す」ことで疑問が生まれたりする。また，

体験を生かして「試す」ことできまりに気付くことが考えられる。本単元ではそれらの過程を通して，遊びのおもしろさや自然の不

思議さに気付くことを目指しており，第３学年以降の理科の学習につながる内容になっている。 

(3) 指導観  

  本単元では，単元のはじめに全員で凧揚げや紙飛行機飛ばしを行い，風を使って遊ぶことの楽しさを十分に体験させ，どうしたら高

く上がったり遠くに飛んだりしたか，もし風が弱いときはどうしたらよいかを体験をもとに考える場を設定する。風への興味・関心が

高まったところで，風の性質を利用したおもちゃ作りに取り組ませたい。友達と自分のおもちゃを比べ，教え合うことができるように

するため，作るものは風車に限定し，２～４人のグループを作って協力して学習を進めるようにする。その中でも自分の思いを生かし

たおもちゃが作れるよう，材料を数種類用意し，自分で選んで作れるようにする。また，作ったおもちゃで遊ぶ際には体育館などの広

い場所で行ったり，「もっとこうしたい」と感じたらすぐに改良できるような場所を近くに設けたりするなど，場の設定についても工

夫したい。自分なりにパワーアップした風車を作れるようになって，それをなかよし会で幼稚園生と一緒に作る予定である。幼稚園生

に喜んでもらいたいという思いも膨らみ，より一層風車作りに興味や関心をもって取り組めるだろう。 

  

４ 学習計画（８時間扱い） 

次 時 学習内容 評価規準 評価方法 

１ １ 

 

○ 凧揚げをしたり，風車を回したりして

風を使って楽しく遊ぶ。 

・風に関心をもち，風を使って楽しく遊ぼう

としている。（主体的に学習に取り組む態度） 

行動観察 

振り返りカード 

２ 

本時 

○ 風車を工夫しながら作る。 ・よく回るように工夫し，自分なりの方法で

作っている。（思考・判断力・表現力の基礎） 

作品 

振り返りカード 

３ ○ 風車を回してみて，どうしたらもっと

よく回るか考え，教え合ったり，必要に

応じて改良したりする。 

・風の力を使った遊びの楽しさや，よく回る

方法に気付いている。 

（知識及び技能の基礎） 

発言 

ワークシート 

４ ○ 前時の学習を生かして風輪を作り，風 

車や風輪を使って友達と楽しく遊ぶ。 

・工夫して作ったり，友だちと教え合って楽 

しく遊んだりしたことを表現している。 

    （思考・判断力・表現力の基礎） 

行動観察 

ワークシート 

 

第２次 つめたいね，たのしいね・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

第３次 おもしろいね，ひかりとかげ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

 

①  生活科の時間に，おもちゃを作ることは好きですか。 

はい ＊人 いいえ ＊人 

②  今までに風をつかったおもちゃで遊んだことがありますか。 

  はい ＊人 いいえ ＊人 

③  ②ではいと答えた人に聞きますそれは，どんなおもちゃですか。（複数回答） 

  ・たこあげ＊人・紙飛行機＊人・風車＊人・たけとんぼ＊人・ふね＊人・こいのぼり＊人 

④  風車は，どうしたらよく回るでしょう。 

  ・羽根を工夫する＊人 ・棒を強くする＊人 ・息をかける＊人 

  ・外の風にあてる＊人 ・走る＊人 ・分からない＊人 



５ 本時の指導 

(1) 目標 

○ 自分の願いや思いをもって，風車を作って遊ぶことができる。     （思考・判断力・表現力の基礎） 

(2) 準備物・資料 

うちわ，扇風機，作るための材料（工作用紙，紙コップ，紙皿，牛乳パックなど），学習カード，カメラ， 

ネームカード，風車の作り方の説明図  

(3) 展開 

学習内容・活動 教師の働きかけと評価（□） 

１ 本時のめあてをつかむ。 

   

○○かざぐるまをつくろう。 

 

 

 

 

２ どんな風車を作りたいか発表し，全体でまとめる。 

 ・○き○れ○い○に○ま○わ○るかざぐるま 

 ・○か○っ○こ○よ○く○ま○わ○るかざぐるま 

 ・○よ○く○ま○わ○るかざぐるま 

 ・○カ○ラ○フ○ル○に○ま○わ○るかざぐるま 

 

３ どんな風車を作るのか決めてグループを作る。 

 

 

４ ○○風車作りをする。 

(1) どんな材料を使えば○○風車になるのか考えて，材料

選びをする。 

(2) ○○風車作りをする。 

(3) ○○風車を作りながら，うちわや扇風機などを使っ

て試して遊ぶ。 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習について振り返る。 

(1) 作り終わった（または作り途中の）風車のプチ紹介

をしたり，写真にとったりする。 

  ・思った通りにできた。 

・うまくいかないから，風車の羽根の飾りをとろう。 

・なぜか羽が回らない。 

・一生懸命走ったら，よく回ったよ。 

・扇風機にあてたら，羽がこわれたよ。 

  ・友達にうちわであおいでもらったけれど，よく回らな

かったよ。 

(2) 学習カードに，本時の振り返りを記入する。 

(3) 次時の学習を知る。 

 

・前時までに，おもちゃ（風車）で遊んでおく。 

・どんな○○風車を作りたいか一人一人の思いや願

いを伝え合い，その場でグループを作ることを確

認する。 

・体育館で実施するため，うちわや扇風機など風を

起こす道具を用意しておく。 

 

 

 

 

・なかなか，どんな風車にするか決められない児童

には，周りの友達に誘いをもらうように助言す

る。 

・風車の機能面に着目できるようにする。 

・「作る」「試す（遊ぶ）」を繰り返すことを伝える。 

 

 

・はさみの使い方など安全面に配慮するよう確認す

る。 

・風車の作り方の説明図を見て，作るヒントを得る

ように伝える。 

・予想される材料を用意しておく。 

・風車を回すのに試したり，遊んだりする際は，風

車が友達に当たらないようにするなど安全面に配

慮するように確認する。 

・児童の遊んでいる様子を見守り，うまく回らない

様子の児童に声を掛け，困っていることを個別に

聞くようにする。 

 

自分の思いや願いをもって，風車を作ること

ができる。         〈行動観察・発言〉          

 

・本時と次時を通し，○○風車の今と以後の確認が

できるように，できた風車の写真をとっておく。 

 

 

・学習カードには，気付いたことや工夫したことな

どを記入するように伝える。 

 

 

 

 

・次は, もっと風車をパワーアップさせてみようと

いう提案をし，風車改良のわくわく感をふくらま

せ，次時につなげるようにする。 


